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会
報

第
二
号
　
昭
和
六
〇
年
一
〇
月

大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会

憶
良
所
引
『
魏
文
惜
時
賢
詩
』

井
村
　
哲
夫

一
　
魏
文
惜
時
詩

万
葉
集
巻
五
、
山
上
憶
良
作
「
沈
痾
自
哀
文
」
の
中
に
、
魏

文
帝
（
曹
丕
）
の
五
言
詩
の
逸
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

一
代
懽
楽
、
未
尽
席
前
〈
魏
文
惜
時
賢
詩
曰
、
未
尽
西
?

夜
、
劇
作
北
?
塵
也
〉
、
千
年
愁
苦
、
更
継
坐
後
〈
古
詩

云
、
人
生
不
満
百
、
何
懐
千
年
憂
矣
〉
。

一
代
の
懽
楽
、
未
だ
席
前
に
尽
き
ず
し
て
〈

魏
文
の
時

賢
を
惜
し
む
詩
に
曰
く
、
「
未
だ
西
?
の
夜
を
尽
く
さ

ず
、
劇
（
た
ち
ま
ち
）
に
北
?
の
塵
と
な
る
」
と
〉
、

千
年
の
愁
苦
、
更
に
座
後
に
継
〈
古
詩
に
云
は
く
「
人

生
百
に
満
た
ず
、
何
（
い
か
）
に
ぞ
千
年
の
憂
へ
を
懐

か
む
」
と
〉
。

「
惜
時
賢
詩
」
は
、
今
日
不
明
の
作
品
で
あ
り
、
小
島
憲
之

氏
（
「
山
上
憶
良
の
述
作
」
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』

中
）
も
言
わ
れ
る
通
り
、
「
何
か
の
孫
引
」
を
憶
良
が
な
し
た

も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
曹
丕
の
五
言
詩
は
現
存
二
十
数
首
に

す
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
貴
重
な
逸
句
と
言
え
る
。
「
西

?
」
は
、
小
島
憲
之
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
は
当
然

曹
操
が
?
都
（
河
南
省
臨
?
県
）
に
作
っ
た
西
園
で
あ
ろ
う
。

通
常
は
「
西
園
」
と
書
か
れ
る
が
?
は
苑
に
同
じ
で
あ
り
、

「
西
苑
」
と
書
い
た
例
は
、
こ
れ
も
小
島
氏
前
掲
書
に
指
摘
が

あ
る
通
り
、
劉
楨
「
贈
徐
幹
」
（
文
選
巻
二
三
）
に
、
「
歩
出

北
寺
門
、
遥
望
西
苑
園
」
と
見
え
る
。
「
北
?
」
は
、
河
南
省

洛
陽
県
の
東
北
に
あ
る
芒
山
で
、
漢
以
来
の
葬
処
。
以
上
で
、

此
の
逸
詩
の
内
容
も
ほ
ぼ
推
量
せ
ら
れ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、

西
園
の
夜
の
歓
楽
（
１
）
も
尽
く
し
果
て
ぬ
う
ち
、
た
ち
ま
ち
に

北
?
の
塵
と
な
っ
た
、
某
（
題
に
言
う
「
時
賢
」
）
を
痛
み
惜

（
あ
わ
れ
）
む
詩
で
あ
る
ら
し
い
。

さ
て
、
こ
こ
に
痛
惜
せ
ら
れ
て
い
る
「
時
賢
」
と
は
、
建
安

十
七
年
か
ら
二
十
三
年
に
か
け
て
相
継
い
で
死
ん
だ
、
い
わ
ゆ

る
建
安
七
子
の
中
の
六
人
〈
阮
?
（
げ
ん
う
）
・
陳
琳
（
ち
ん

り
ん
）
・
応
?
（
お
う
と
う
）
・
劉
楨
（
り
ゅ
う
て
い
）
・
徐

幹
（
じ
ょ
か
ん
）
・
王
粲
（
お
う
さ
ん
）
〉
（
２
）
を
指
し
て
言

う
と
推
測
さ
れ
る
事
情
が
あ
る
。
「
与
呉
質
書
一
首
」
（
文
選

巻
四
二
）
に
よ
る
推
測
で
あ
る
。
　

同
書
状
は
頭
書
の
あ
と
、

昔
年
疾
疫
あ
り
。
親
故
（
し
ん
こ
）
多
く
其
の
災
ひ
に
離

（
あ
）
ひ
、
徐
・
陳
・
応
・
劉
、
一
時
に
逝
く
。
痛
み
言

ふ
可
け
む
や
。

と
嘆
き
、
昔
日
遊
び
し
処
、
行
け
ば
則
ち
輿
を
連
ね
、
止
れ
ば
則
ち

席
を
接
（
ま
じ
）
ふ
。
何
ぞ
曾
て
須
臾
（
し
ば
ら
く
）
も

相
失
（
か
）
け
む
。
觴
酌
（
し
ゃ
う
し
ゃ
く
）
流
れ
行
き
、

糸
竹
（
し
ち
く
）
並
び
奏
（

か
な
）
づ
る
に
至
る
毎
に
、

酒
は
酣
（

た
け
な
わ
）
に
耳
は
熱
く
、
仰
ぎ
て
詩
を
賦
す
。

此
の
時
に
当
り
、
忽
然
（

ゆ
る
が
せ
）
に
し
て
自
ら
楽
し

む
こ
と
を
知
ら
ざ
り
き
。

と
昔
日
の
交
友
の
思
い
出
を
述
べ
、

謂
（
お
も
）
へ
ら
く
、
百
年
は
己
の
分
に
し
て
、
長
く
共

に
相
保
つ
べ
し
と
。
何
ぞ
図
ら
む
、
数
年
の
間
に
零
落
し

て
略
（
ほ
ぼ
）
尽
き
む
と
は
。
之
を
言
へ
ば
心
を
傷
ま
し

む
。
頃
（
こ
の
こ
ろ
）
其
の
遺
文
を
撰
び
て
都
（
す
べ
）

て
一
集
を
為
（
つ
く
）
る
。
其
の
姓
名
を
観
れ
ば
已
に
鬼

録
と
為
る
。
昔
遊
を
追
ひ
思
へ
ば
、
猶
心
目
に
在
り
。
而

る
に
此
の
諸
子
、
化
し
て
糞
壤
と
為
る
。
復
（
ま
た
）
道

（
い
）
ふ
可
け
む
や
。

と
悲
し
む
。
以
上
の
文
脈
の
上
に
、
先
の
逸
句
「
未
だ
西
?
の



夜
を
尽
く
さ
ず
、
劇
に
北
?
の
塵
と
作
る
」
は
、
そ
の
ま
ま
重

な
る
で
あ
ろ
う
。

書
状
は
、
続
け
て
徐
幹
・
応
?
・
陳
琳
・
劉
楨
・
阮
?
・
王

粲
の
順
に
、
六
名
の
文
才
と
個
性
を
説
き
、

諸
子
は
但
未
だ
古
人
に
及
ば
ず
と
為
す
と
も
、
自
ら
一
時

の
雋
（
し
ゅ
ん
）
な
り
。
今
の
存
す
る
者
已
に
逮
（
お
よ
）

ば
ず
。

と
惜
し
む
の
で
あ
る
。
「
一
時
の
雋
」
、
則
ち
逸
詩
の
題
「
時

賢
」
に
当
る
は
ず
で
あ
る
。

書
状
は
最
後
に
、
年
齢
三
十
余
歳
に
し
て
太
子
の
高
位
に
あ

り
、
も
は
や
昔
日
の
遊
は
ふ
た
た
び
為
し
得
ぬ
と
こ
ろ
か
と
恐

れ
、
少
壮
真
に
当
に
努
力
す

べ
し
。
年
一
た
び
過
ぎ
往
け
ば
、

何
（
い
か
）
に
し
て
か
攀
援
（
は
ん
ゑ
ん
）
す
べ
け
む
。

古
人
の
燭
（
し
ょ
く
）
を
炳
（
と
）
り
て
夜
遊
ば
む
こ
と

を
思
ひ
し
は
、
良
（
ま
こ
と
に
）
以
（
ゆ
ゑ
）
有
り
。
頃

（
こ
の
こ
ろ
）
何
を
以
て
か
自
ら
娯
（
た
の
）
し
む
。
頗

復
（
や
や
ま
た
）
述
造
す
る
と
こ
ろ
あ
り
や
不
（
い
な
）

や
（
３
）
。
云
々

と
結
ん
で
い
る
。

以
上
、
「
与
呉
質
書
」
を
以
て
、
先
の
逸
詩
「
惜
時
賢
詩
」

の
作
意
と
内
容
は
ほ
ぼ
忖
度
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
曹

丕
が
昔
日
の
遊
（
南
皮
の
遊
、
ま
た
西
園
の
夜
）
を
共
に
し
た

文
学
仲
間
、
い
わ
ゆ
る
建
安
七
子
た
ち
が
、
す
ぐ
れ
た
才
学
を

抱
き
な
が
ら
そ
の
美
志
を
遂
げ
ぬ
ま
ま
相
継
い
で
逝
っ
た
こ
と

を
痛
惜
す
る
詩
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
更
に
加
え
て
、
曹
丕
自
ら

は
努
力
し
て
百
年
を
保
ち
、
燭
を
炳
（
と
）
っ
て
夜
遊
ぶ
楽
し

を
尽
く
そ
う
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
述
作
に
励
み
た
い
と
い

う
志
を
述
べ
た
詩
で
あ
る
ら
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
そ
の
述
作
の
時
期
も
ま
た
「
与
呉
質
書
」
と
同

時
期
と
思
わ
れ
、
同
書
状
は
曹
丕
三
十
余
歳
で
太
子
の
位
に
あ

る
こ
と
を
述

べ
る
か
ら
、
徐
幹
の
死
ん
だ
建
安
二
十
三
年
（
時

に
曹
丕
三
十
二
歳
）
か
ら
延
康
元
年
（
曹
操
死
。
曹
丕
三
十
四

歳
）
ご
ろ
へ
か
け
て
の
述
作
と
考
え
ら
れ
る
。

注
１
　
曹
丕
「
芙
蓉
池
作
」
（
文
選
巻
二
二
）
、

輦
（
く
る
ま
）
に
乗
り
て
遊
び
、
逍
遥
し
て
西
園

に
歩
む
。
…
（
中
略
）
…
丹
霞
（
た
ん
か
）
は
名

月
を
夾
（
は
さ
）
み
華
星
（
く
わ
せ
い
）
は
雲
間

に
出
づ
。
上
天
光
采
を
垂
れ
、
五
色
一
（
も
は
ら
）

に
何
ぞ
鮮
（
う
る
は
）
し
き
。
寿
命
は
松
喬
（
し

よ
う
け
う
）
に
非
ず
、
誰
か
能
く
神
仙
を
得
む
。

遨
遊
（
が
う
い
う
）
し
て
心
意
を
快
（
よ
ろ
こ
）

ば
し
め
、
己
を
保
ち
て
百
年
を
終
へ
む
。

右
の
ご
と
き
が
「
西
?
夜
」
の
歓
楽
の
さ
ま
で
あ
る
。

２
　
建
安
七
子
の
一
人
孔
融
（
こ
う
ゆ
う
）
は
、
曹
操
に

忌
ま
れ
て
、
早
く
建
安
十
三
年
に
誅
せ
ら
れ
て
い
る
。

阮
　
は
建
安
十
七
年
に
没
し
、
王
粢
は
建
安
二
十
二
年

呉
遠
征
の
陣
中
で
死
ん
だ
。
陳
琳
・
応
?
・
劉
楨
は
疫

疾
に
よ
り
建
安
二
十
二
年
没
し
、
徐
幹
も
同
じ
く
二
十

三
年
に
死
ん
だ
。

３
　
曹
丕
は
同
じ
思
想
を
、
注
１
に
引
い
た
「
芙
蓉
池
作
」

や
「
善
哉
行
」
（
文
選
巻
二
七
）
に
も
述
べ
て
い
る
。

た
無
常
の
人
生
に
あ
っ
て
著
述
を
不
朽
の
も
の
と
し
て

尚
ぶ
思
想
は
、
「
与
王
朗
書
」
（
明
・
張
溥
編
・
漢
魏

六
朝
百
三
名
家
集
「
魏
文
帝
集
」
ほ
か
）
に
、

人
生
七
尺
の
形
有
り
、
死
に
て
一
槍
の
土
と
な
る
。

惟
（
た
だ
）
徳
を
立
て
名
を
揚
ぐ
る
は
、
以
て
不

朽
な
る
べ
し
。
其
次
は
篇
籍
を
著
す
に
如
（
し
）

く
は
莫
し
。
疫
癘
数
（
し
ば
し
ば
）
起
り
、
士
人

雕
落
（
て
う
ら
く
）
す
。
余
独
り
何
人
な
れ
ば
か

能
く
そ
の
寿
を
全
く
せ
む
。

と
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　

（
京
都
府
立
大
学
）


